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令和 7年度学校関係者評価委員会
( 兼 第 2回学校評議員会 )

1 日 時   令和 8年 2月 3日 (火) 14i30～

2 場 所   松山市立西中学校  校長室

3  目  的
○ 西中学校の教育目標である「自ら学び、共によりよく生きる生徒の育成」の実現に向け
て、地域や学校関係者の意見を取 り入れながら、学校、家庭、地域の連携・協力による学

校づくりを推進するとともに、学校関係者評価の足掛かりとする。
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(4)議 題
学校評価に関する考察と課題、改善策の説明

(5) 意見交換、情報交換
(6) 閉会あいさつ 校長

5 学校関係者評価委員会規程
(趣旨)

第 1条 この規程は、学校教育法第 42条の規定に基づき、松山市立西中学校の学校関係者評
価委員会に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 的)

第 2条  自己評価の結果を踏まえて分析及び改善方策等について検討 し、その結果を公表する。
(事務局 )

第 3条 本委員会の事務局は西中学校に置き、庶務は教頭が行 う。
(組織 )

第 4条 本委員会は、一 学校評議員、二 西中学校教職員をもつて組織する。



(任期 )

第 5条 委員の任期は 5月 中旬～翌年度 4月 30日 の 1年 とし、再任を妨げない。ただし、委
員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。

(委員長 )

第 6条 本委員会に委員長を置く。
2 委員長は、委員の互選により選出する。
3 委員長は、本委員会を総理する。
(運営)

第 7条 本委員会は、校長が招集する。
2 本委員会は、必要に応 じて関係者を求め、その意見を聴 くことができる。
(会計 )

第 8条 本委員会の運営にかかる費用は、後援会会計から充てる。
2 本委員会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わるものとする①

6 令和 7年度
< 判定基準
平均 3.

平均 2.

平均 2.

アンケー ト (12月 に実施 )

> 4、 3、 2、 1での評価の平均により次の判定とする。
O以上 E B H H日 ●日日日A
5以上 3.0未 満 H aと BB
5未満 C

生徒アンケー ト  思わない ← 1234→ 思う の4択

① あなたの学年・学級は楽しいですか。
② あなたは、授業に真父1に取り組んでいますか。
③ あなたは、家庭学習に進んで向かう習慣が身に付いていますか。
④ あなたは、読書に進んで向かう習慣が身に付いていますか。
⑤ あなたは、無言で一所懸命に清掃に取り組んでいますか。
⑥ 西中は、生徒会活動や集会活動など生徒が主体的に行う活動が充実していると思いますか。
⑦ あなたは、学校行事に進んで参加し、自分の役割を果たすことや仲間と協力することがで
きていますか。

③ あなたは、道徳の時間やその他の学校生活の場面で「人間としてよりよく生きていく力」
を身に付け、高めていくことができていると思いますか。

③ 西中は、部活動が盛んだと思いますか。
1 西中の先生たちは、一人一人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感できる授業をしていると
思いますか。
2 西中の先生たちは、教科等の指導においてタブレットの活用等、効果的にICTを活用し
ていると思いますか。
3 西中の先生たちは、差別やいじめをなくすような指導をしてくれていると思いますか。
4 あなたは、「西中いじめ根絶宣言」を意識し、実践できていると思いますか。
5 西中の先生たちは、いけないことはいけないと指導していると思いますか。
6 あなたは、挨拶ができるなど礼儀正しい生活が送れていると思いますか。
7 あなたは、「幸せな学校生活にするために気をつけよう」など、集団生活における決まり
を守つて生活できていますか。
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西中は、将来に夢を持ち、自分の進路や生き方について考えるための授業や指導をしてい

ると思ヤヽますか。

西中は、避難訓練や登下校指導などをきちんと行い、生徒の安全によく気を付けていると

思いますか。

西中は、健康観察や保健に関する指導をきちんと行つていると思いますか。

あなたは、状況に応じた感染症対策を適切に行つていますか。

西中の先生たちは、困つていることや悩みなどがあると、相談にのってくれたり、適切な

アドバイスをしてくれたりしていると思いますか。

保護者アンケー ト 思わない ← 1234→ 思う  と

よくわからない の5択

1 西中は、一人一人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感できる授業を行っていると思います
か 。

2 西中は、教科等の指導においてタブレットの活用等、効果的に ICTを活用していると思
いますか。

3 西中は、生徒の学力や体力の状況を把握し、それらの充実に向け計画的に指導を行つてい
ると思いますか。

4 西中は、地域に根ざした教育を行い、郷土を大切に思う児童生徒の育成に努めていると思
いますか。

5 西中は、人権・同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許さない意識や態度を育てている
と思いますか。

6 西中は、学校の決まりなど生徒指導体制の見直しを行い、生徒の実態に応じた適切な指導
を行つていると思いますか。

7 西中は、将来に夢を持ち、自分の進路や生き方について考える生徒を育てていると思いま
すか。

8 西中は、生徒に交通安全やけが等の防止について適切な指導を行うとともに、安全な環境
づくりに努めていると思いますか。

9 西中は、一人一人の健康状態を確認するとともに、環境衛生の維持・改善を行い、生徒の
健康保持・増進に努めていると思いますか。

10 西中は、状況に応じた感染症対策を適切に行つていると思いますか。
11 西中は、特別支援教育の視点を持って取り組み、個に応じた配慮や指導を適切に行つてい

ると思いますか。

12 西中は、管理職や学年主任等を中心として組織な対応を行つていると思いますか。
13 西中は、生徒たち一人一人が分かる授業づくりや、様々な教育課題への紺応のための努力
をしていると思いますか。

14 西中は、教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携 。協力していると思いますか。
15 西中は、学校・学年だよりやホームページ、メール等により、積極的に情報を発信してい

ると思いますか。

16 西中は、言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めていると思いますか。
17 西中は、中1ギャップの解消につなげるために小学校と連携し、生徒の学校生活に対する
不安感の軽減に努めていると思いますか。



18 西中は、教育の質の向上のために小学校と連携し、小中間の系統性を重視した学習指導に
努めていると思いますか。

教職員自己評価アンケー ト 思わない ← 1 2 3 4 →思う の4択

1 あなたは、松山の授業モデルをもとに、一人一人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感でき
る授業を行つていますか。

2 あなたは、教科等の指導においてタブレットの活用等、効果的に ICTを活用 しています
力
:ヽ

。

3 あなたは、生徒の学力や体力の状況を把握し、それらの充実に向け計画的に指導を行つて
いますか。
4 あなたは、地域に根ざした教育を行い、郷土を大切に思う児童生徒の育成に努めています
か 。

5 あなたは、人権 。同和教育の視ッ点に立ち、いじめや差別を許さない意識や態度を育ててい
ますか。
6 西中は、学校の決まりなど生徒指導体制の見直しを行い、生徒の実態に応じた適切な指導
を行つていますか。
7 あなたは、将来に夢を持ち、自分の進路や生き方について考える生徒を育てていますか。
8 あなたは、生徒に交通安全やけが等の防止について適切な指導を行うとともに、安全な環
境づくりに努めていますか。

9 あなたは、一人一人の健康状態を確認するとともに、環境衛生の維持・改善を行い、生徒
の健康録持 。増進に努めていますか。

10 あなたは、状況に応じた感染症対策を適切に行つていますか。
11 あなたは、特別支援教育の視点を持って取り組み、個に応じた配慮や指導を適切に行つて
いますか。
12 西中は、管理職や学年主任等を中心として組織的な対応を行つていますか。
13 あなたは、生徒たち一人一人が分かる授業づくりや、様々な教育課題への封応のため、積
極的に研修に取り組んでいますか。

14 西中は、教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携 。協力していますか。
15 西中は、学校 。学年だよりやホームページ、メール等により、積極的に情報を発信してい
ますか。
16 あなたは、言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めていますか。
17 西中は、中1ギャップの解消につなげるために小学校と連携し、生徒の学校生活に対する
不安感の軽減に努めていますか。

18 西中は、教育の質の向上のために小学校と連携し、小中間の系統性を重視した学習指導に
努めていますか。



学校番号 21

教職員数 計41

令和7年度 教 育 計 画 松山市立西中学校

生徒数 644
(内特別支援 15)

学級数 22
(内特別支援 4)

校長名 篠原 希好
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家庭 地域

未来に生きる力

【生活の基盤】 【社会の基盤】



1 重点目標
(1)確かな学力・体力の向上を図る指導の改善
ア 基礎 。基本の確実な定着
イ 主体的に学習に取り組む態度と活用力の育成
ウ 個別最適な学びと協働的な学びのベストミックスによる授業づくり
(2)豊かな心を育む教育の充実
ア 仲間と感動を共有する生徒活動の充実
イ 生き方を学ぶ体験活動の充実
ウ 道徳教育 。人権教育 。特別支援教育の充実
(3)未来に生きる力を育む教育の充実
ア 個性を磨くキャリア教育の充実
イ ICTを 効果的に使った学習の日常化
ウ 生きる力を育む自治活動の充実
(4)チーム学校による教育の推進
ア 学校 。家庭 。地域の連携・協力・分担の推進
イ 学校からの情報発信と学校 。家庭 。地域の情報交換の推進
ウ 学校評価を活用した信頼される学校づくりの推進

2 管理運営
【人的管理】やりがいのある職場

(1)教育専門職としての研修の充実と実践的指導力の向上
(2)危機管理意識の徹底と服務の厳正、コンプライアンスの徹底
(3)温もりと厳しさに基づく協働体制のある教師集団づくりと校務分掌組織の機能化
(4)働き方改革を意識した心身の健康保持・増進、活力の醸成と和やかな職場づくり

【物的管理】安全・安心な教育環境

(1)潜在危[父の除去と安全及び衛生管理の徹底
(2)施設設備の点検・整備・拡充と効果的な活用
(3)豊かな情操の育成と潤いに満ちた教育環境の整備
(4)感染症、自然災害、火災、不審者対策を含めた危機管理の徹底

【事務管理】質の高い事務処理

(1)校務分掌の明確化 。適正化と協力体制の確立

(2)公文書の迅速・的確な処理と厳正な管理・保管
(3)情報活用能力の向上と厳正な情報の管理による個人情報保護
(4)経理事務の厳正な処理と適切な運営

3 本校教育の特色
(1)創立46周年を迎え、校訓 味瞭許 克己・倉嵯表・躍動・連帯」を継承。発展し、更なる伝統と校

風のオ攘 を行う。

(2)「 よしだの里」で培われてきた文化 。伝統や長い歴史を基盤とした本校の立ち位置を常に

確認しながら、生徒中心の教育活動を推進する。

(3)生石公民館や生石まちづくり協議会と連携することで、コミュニティスクール化を推進
し地域と共にある学校づくりを行う。



令和7年度 生徒のみへのアンケート結果
※ 判定基準【A:3.0以上 B:2.5以上3.0未満 C:2.5未満】

A3日 16%13%41%40%⑤あなたは、無言で一所懸命に

清掃に取り組んでいますか。

B2.8160/023%27%330/0
④あなたは、読書に進んで向か

う習慣が身に付いていますか。

B2.810%25%41%230/0

③あなたは、家庭学習に進んで
向かう習慣が身に付いています
か。

A3.340/07%39%49%②あなたは、授業に真剣に取り
組んでいますか。

A3.270/011%35%470/0
①あなたの学年。学級は楽しい
ですか。

A3.46%70/026%62γ0
⑨西中は、部活動が盛んだと思
いますか。

A3B45%80/034%53%

③あなたは、道徳の時間やその

他の学校生活の場面で「人間と
してよりよく生きていく力」を
身に付け、高めていくことがで
きていると思いますか。

A3.350/08%350/。51%

⑦あなたは、学校行事に進んで
参加し、自分の役割を果たすこ
とや仲間と協力することができ
ていますか。

A3.35%9%380/0470/0

⑥西中は、生徒会活動や集会活
動など生徒が主体的に行う活動
が充実していると思いますか。



令和7年度 評価アンケート集計と考察

※ 判定基準 【A:3.O以上  B:2.5以上3.0未満  C:2.5未 満】

改善策の案

t'基不 田 T~子習 習 慣 の 1生エ ア)｀必 要 。
O保護者に対しては、西中日記や西中だ
よりを活用して、授業を工夫している様子
を発信する。

O教職員においては、校外研修、校内研
修 (O」Tの実施や、有益な資料の配付等
含む)の機会を充実させ、授業力の向上
を図る。

○学方向上の土台となる読書習慣の定
着を促すには、次の7点を考えている。
①金学級で図書館利用のオリエンテー
ションを実施
②図書館を使つた授業
③教員による読書への誘い
④みきゃん通帳(jるによる電子読善記録
アプリ)や紙媒体等を使つた読書の振り返
り。
⑤朝読書の時間を大切にする
⑥授業等の貸出機会の確保、学校司書
の協力で授業国の全国開館を目指す
⑦「学習センター」機能としての学校図書
館への共通理解と公立図書館との連携

∪十分に店用ア,｀できている一万で、情報
リテラシーの低さから、一部の生徒で誤つ
た使用方法が見られる。この点について
は、短学活や各教科の授業等で、今後も
継続して啓発指導をしていく必要がある。

O情報モラル教育が必要である。ただ、
教員の過度な負担にならないよう外部の
方を講師としたものも必要である。

t,日 々の渋栗でねういを明確にして、そ

れを生徒と共有していることが大切だと思

つ。

υら1き続き、不―ムヘーンやアトル、碩囚
放送、案内文書を活用して、学校行事や
校外ボランティア参加の周知を図る。

考察と課題

∪ 保 護 有 や 叡 員 (′

'計
l山 と王 使 の 計 ltt l_

ギャップがある。

O保護者においては、学校での授業の取
組が見える化されていないことが、評価の
低さに繋がつたと感じる。教職員において
は、日々の多忙さの中で、授業づくりをど
う工夫改善するかが課題である。

O読書習慣だが、2024年度、2025年 と読
書週間が定着していないと考えている生
徒が高水準である。図書館の利用時間は
貸出冊数には大きく影響している。(11
月:954冊→736冊→239冊、12月 :1,157
冊→921冊→673冊、前年度との比較で2
か月で745冊減 :図書システムデータ)読
書の効能は学力向上と関連は深い。やは
り読書習慣を定着させる改善策を全校体
制で行うことが必要と思われる。

O学習面では、1年総合で図書館で保管
していた紙の資料とロイロノーHこ上げて
いる郷土資料の両方を学年部の協力で
活用することがでた。

∪生徒、休日長者、萩騒員ともに、グフレツトの

使用頻度は高い。

Oタブレットを活用して、ロイロノートやEILSを
使つた授業や定期テストの実施が定着してい
る。

OEILSやPBTの活用によってテスト採点の負
担軽減に役立っている。

OICTの効果的な活用が必要であるが、それ
が目的にならないようにする必要がある。

O今後、AI(Goo」 e Gem怖 iなど)の活用の幅
が広がることに期待したい。

OEILSや EILS― PBTの消用したアスト株魚
により、平均点だけでなく設問ごとの正答
率を生徒に示すことができた。誤答の傾
向が把握しやすく、授業改善につなげるこ

とができた。

OEILSでテスト結果を返却することが多く
なり、保護者の方に結果が届きづらい状
況がある。

O保護者に月行手ヤ疋やテトルを利用し
て学校行事への参加を知らせたり、積極
的に地域ボランティアヘの参加呼び掛け
を行つていることが高評価につながつたと
考える。
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力の状況を把握
し、それらの充
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O参観日については、県の人権同和教育
研究大会の時期を考慮しながら、司司月実
施を継続し、学校で行つている人権学習
の様子を知ってもらう。また、生徒に対し
ては、地道に指導を続けていく。それらFこ
ついて、西中だより等を通して情報発信し
ていく。

∪―ドF牛皮も岬牛皮モ,屍楽しKいるが、
委員会の主体的な仕事や働きかけが必
要であると考える。

O生徒会本部の活動を生徒全体に広げ
ていき、生徒の規範意識の向上と自治力
の育成を図るためには、具体的に活動で
きる委員会は、学級委員長会であると思
う。例えば生活の基本の4本柱といつた啓
発活動や掲示を行つてはどうか。

O道徳化の授業で学んだことを実際の生
活に生かしていくために、生徒集国の自
治力を高めることが課題である。

O全教育活動を通じて道徳教育を行い、
考え、議論する道徳について全校体制で
行うことができたが、人権・同和教育参観
日の授業公開以外で保護者への啓発活
動ができなかつたことが課題である。
O人権・同和問題に視点を当てた参観授
業を行つた。講師の先生をお呼びして、
「言葉のチカラ」をテーマに講演をしてい
ただく予定だつたが、感染症の流行によ
り、テレビ放送となつたことが残念であつ
た。生徒や保護者の感想は、自らの言動
を振り返るものが多かつた。人権週間に
は人権標語の掲示を行い、人権意識の
啓発に努めた。

∪工梃の親草閉訳謙のl氏 トア)｀からイ崎助回,9｀
ある。指導は行つているが全生徒に響いてお
らず指導力不足を痛感する。

O基本的生活習慣や決まり等の指導につい
ては、全体指導を行いしつかり生徒に理解さ
せることから始め、それを踏まえて学年や学
級、委員会あるいは部活動など様々な場面で
生徒へ啓発を行えば効果があると考える。

O教師主体だけではなく、挨拶など生徒会や
委員会とタイアップしこれまで以上に充実させ
る必要がある。

O個別指導や教育相談の時間を活用し、そ
れぞれの生徒に応じた指導を充実することが
必要である。

○テトルを活用し、保護者へ学校の現状を報
告し、家庭の協力を得ることも大切。

O道徳科では、よりよく生きていく上で大切な
道徳的価値について自分事として考えさせる
ことができた。

O今年Fヱより県立高校のWEB入試が始まり、
生徒・保護者への操作の仕方の伝達が不十
分だつたため、登録や入力に不備が生した。
教員も始めての取組だつたため、生徒・保護
者への周知徹底をすることが難しかつた。こ
のことで、WEB出願の高校が増えたことで、逆
に事務処理は膨大かつ手間がかかるように
なつた。

03年間、日々の教育活動を通して、将来に
ついて考える機会 (集会、教育相談、職場体
験学習、少年式等)を設けてきてはいるが、そ
こで少しずつ積み上げてきたことが生徒個人
の進路、将来に結びついていくということが保
護者には見えにくかつたのではないかと感じ
る。

O防災教育においては、今年度、ヤ舌なしの
避妻佳訓練や教科担任が避難をさせる訓練な
どを実施し、非常変災時に教員・生徒ともに考
え行動できるような内容で行つた。そのこと
が、生徒・教職員の評価として高く出たと思わ
れる。

O保護者については、評価が低いため訓練
状況の周知や保護者を巻き込んでの訓練を
検討しなければならない。

O生徒や教職員の評価は肯定的な回答が多
いことに変わつてはいないが、保護者からの

回答がやや低下が見られる。

O外部からの目線と学校内の視点の差を感
じる。
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差別やいじめを
なくす指導。

「西中いじめ根
絶宣言」への意
識と実践。

人権・同和教育
の視点に立ち、
いじめや差別を
許さない意識や
態度の育成。

いけないことは
いけないという
指導。

挨拶など礼儀正
しい生活の実
践。

集団生活におけ
る決まりを守っ
ての生活の実
践。

学校の決まりな
ど生徒指導体制
の見直しや生徒
の実態に応じた
適切な指導。

将来に夢を持
ち、自分の進路
や生き方につい
て考えるための
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∪保健委員会の生征による呼ひかけ、西
磨きアンケートや保健の放送など、健康
の保持増進について啓発をしていく。保
護者に対しては、保健だより等を通して、
タイムリーな情報発信をしていく必要があ
る。

O心身の健康問題の早期発見、早期対
応に向けた健康観察、健康相談の充実を
図る。また、保健室来室者については、保
健室の機能を活かし、心身の観察、問題
の背景、解決のための支援、関係機関と
の連携等、心と体の両面の対応をしてい
く。

01米健委員会のた動の一環として、キ滉
い場のアルボースせつけん液の補充、手
洗い、換気の呼びかけなどの活動の充実
を図る。

O保健だよりや保健委員会の生徒による
校内放送などを通して感染症予防対策の
啓発を行う。

O保健室前掲示板を通して、楽しみなが
ら保健を学ぷ場を作り、啓発を図る。

O保護者への連絡の際、1結果報告」とし
てだけではなく、出来事の前後の生徒の
様子などを丁寧に伝えたり、保護者の意
向や考えを聞き出すよう1こ話を進めたり
する必要がある。

O引き続き、話問題に対して一人で杞え
込まず、教員集団で解決策を模索し対処
する取組を継続していく。保護者との情報
共有も、引き続き、適時行つていく。

く
'出
Rll政栗などをつまく店用し、ICTの研

修の機会を発信していく。

〇年度初めに研究授業の日程を設定す
る。また、研究協議の予定も週案に入れ
るなど、多くの先生方に話し合いに参加し
てもらえるよう調整する。

∪環境
「
早丁生や健,表に関する恵融は、生任

や教職員は高い。しかし、保護者は、そこ

まで良いとは感じていない。
O秋以降、インフルエンザA型・マイコプラ
ズマ肺炎感染症・新型コロナウイルス感
染症が流行した。学級閉鎖もあったが、
全校を巻き込む大流行には、至らなかつ
た。

O生活習慣の乱れから心身の不調を訴
える生徒が多い。生活習慣改善に向けた
指導の充実を図る必要がある。

∪熙甲J正対束や]奥気のれ優1呆・キ玩いな
ど、できていない生徒は1割程度いる。し
かし、できていないと感じている保護者
は、その2倍である。

O一部の生徒であるが、せっけんで遊ん
だり、アルボース液やその入れ物を壊し
たり、水遊びをしたりする事例が相次い
だ。全体としては頑張ろうとしているが意
識の低い生徒に対する指導が困難であ
る。

OR6年度と比べると、保護者からの評価
が下がつている(平均31→29)。 保護者
への連絡を密にし、連携をとつていくこと
の大切さを念頭に置いているつもりであつ
たが、伝わり切れていないことの表れであ
ろうと思われる。

O字年部内での積極的な情報交換や、
管理職と生徒指導主事、学年主任間の情
報交換が密に行われいる結果であると認
識する。

O学級担任が適時保護者に電話連絡し、
情報共有している結果がA評価として表
れていると認識する。

t'改 栗 現 揮 が 蟹 い 、王 便 が 三 1不円 に
~子へ る

授業を行いたいと思うが、難しさも感じる。

O各教科でICT活用の実践を進めている。

O生徒指導的な問題から、学習形態に制限
がある学年があり、話し合い活動やグループ

学習などで練り合い、高め合うことが難しかつ
た。

O研究授業の放課後に研究協議を予定して
いても、生徒指導や出張の関係で中止になる
こともあった。参観した先生方全員の意見を
聞く機会が十分ではなかつた。
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一人一人の健康
状態を確認。
環境衛生の維
持・改善。
生徒の健康保
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「換気の確保」
や 「手洗いなど
の手指衛生」な
ど、状況に応 じ
た感染症・熱中
症対策。

特別支援教育の

視点を持つて取
組と個に応じた
配慮や指導の適
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管理職や学年主
任等を中心とし
た組織的な対
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生徒一人一人が
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りや、様々な教
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O地域で学校を支える視点を忘れず、情
報発信に取り組んでいきたい。

∪ 今 後 も不 ― ム ヘ ー ン や ア トル を店 用 し

て、必要な情報発信に努めていきたい。

O継続して電子化の長所を生かした、情
報発信に努めていきたい。

O引き続き生徒の活動を中心に掲示に
反映していきたい。また進路情報なども適
切に伝えられるようにしていく。

O十分に対胚するためには、人員を増や
すことが必要。

O個に応じた対応を共通理解のもとに行
う。ケース会議などの支援会議は随時行
う。

t'コ
~`子
穣での

~子
習 7司谷たけでなく、ごく

ら・生石の両小学校の学習状況なども把
握する。また、小学校の情報教育担当者
と連携し、一人一台端末の使用頻度や活
動内容を確認する。

Oロイロや~子激通信、電口古違給寺で情散
発信を行い、連携・協力を国ろうと努めて
いる。

O職場体験学習では、地域の事業所の
方々の御協力を得て、2年生が有意義に
実施することができた。

O昨年度に引き続き、行手ヤだや部店の
予定など、テトルを活用することで、必要
な情報を保護者に連絡することができた。

Oテトルや西中日記、西中だよりなどを通
して、情報発信に努めることができている
と思う。

∪VF年反ほ保護者のつろ1■ 明ヽ」が24ワて,を「ヨ
めていた。前年度との単純な比較はできない
にしても、保護者の4の評価が下がつているこ
とが気にかかる。教職員も同様。

O年間を通し、各学年にふさわしい適切な季
節・行事に関する晨示ができていた。

Oポスターは内容によつて校内の掲示場所を
決めた。(正岡子規など郷上に関するものは
国書館へ。)生徒作品の他、委員会で作成し
た学級新聞や生徒の手による掲示物もあっ
た。行事、走ろう会などは生徒の活発な活動
がよくわかる掲示だつた。

O小中運携は、入宰前の情報共有に主
に頼つている。じつくり時間をかけるのが
必要と思われるが、時間に余裕がない。

O小学校卒業後から、入学までの時間が
短く一人一人に対する事前の準備が乏し
くなる。

0今年度から教科吾が称しくなり、各早
元内容と小学校での学習内容を照らし合
わせることが十分にはできていなかつた。
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夫等の環境整
備。

中 1ギャップの
解消、生徒の学
校生活に対する
不安感の軽減の
ための小学校と
の連携。

教育の質の向
上、小中間の系
統性を重視 した
学習指導のため
の小学校 との連
携。
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令和 7年度 学校関係者評価委員会での意見
松山市立西中学校

1 教育課程 H学習指導について
す学力と生徒評価の相関関係が分かるようなデータがあればよい。

・個別最適な学びについて、どのような実践を行つているか ?

→タブレットを活用して、個々の意見を発表したり、練 り合いの場を設けている。

・先生不足について、どのような場面で感 じているか ?

→生徒指導場面や休職された先生のフォロー時。

・基本的な学習習慣の確立を継続 して実施する。

・読書力の低下について、西中ではどうか ?

→朝学習や昼休みの時間を利用して、推進 している。

2 人権 B同和教育、生徒指導について
。生徒指導面について、現在の状況は ?

→現状維持の状態。成長 していけるよう指導継続 している。

・評価を見ると、保護者は中学校側にもつとしつけてほしいと願つているのでは。保護者自

身が子のしつけを学校に委ねている側面もある。

3 キャリア教育について
。学校の考察と課題、改善をもとに推進するとよい。

4 安全管理について
・下校時の寄 り道や立ち話など、迷惑行為は引き続き指導していく。

5 保健管理について
。学校の考察と課題、改善をもとに推進するとよい。

6 特別支援教育について
。日々様々な出来事があり、指導の意図が十分に伝わらない状況があるため、生徒が納得で

きるような指導を行つていく。



7 組織運営について
。学校の考察と課題、改善をもとに推進するとよい。

8 研修について
。生徒一人一人が分かる授業の実践を行 うため引き続き研修に取 り組み、教師の力量を高め

ていく。

9 保護者、地域との連携、情報提供について
。今年度、様々な地域ボランティアを実施されたが、参加 した生徒は生き生きと活動 してい

た。主催者側としてはとてもありがたい。

10 教育環境整備について
。時期に応 じた掲示物作成に取 り組んでいるが、先 日掲示物へのいたずらがあつたのが残念。

11 幼保小中連携について
。連携の取組が見えづらいので、低評価につながつたのではないか。

12 その他
。特になし



<に っし―のストーリー>
五つの花弁で表している西中の校章「ネL節・克己・創意・躍動・連帯」が背中について

います。雨の日の校庭にできた水たまりに現れる引つ込み思案で優しい首長竜です。

特別な力はないですが、短い手をパタパタし、出会った人を癒してくれます。


